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(57)【要約】
【課題】屋内側構造物を支持する支持具を好適に取り付
ける。
【解決手段】建物ユニットは、鋼材よりなる梁（天井大
梁、床大梁）及び柱を連結して形成されており、複数の
建物ユニットを用いてユニット式建物が構築されている
。天井大梁２２のウェブ部には、梁長手方向に所定間隔
で外壁固定用の複数の貫通孔２２ａが設けられており、
貫通孔２２ａを用いて外壁部材が固定されるようになっ
ている。天井大梁２２は溝形鋼よりなり、その溝形鋼の
溝部の開口側に、上下のフランジ部に跨がるようにして
、屋内側構造物を支持するためのブラケット３７が固定
されており、ブラケット３７は、天井大梁２２の長手方
向において貫通孔２２ａと干渉しない位置に固定されて
いる。
【選択図】　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋼材よりなる梁及び柱を連結して形成された建物ユニットを用いて構築され、前記梁の
ウェブ部には、当該梁の長手方向に所定間隔で外壁固定用の複数の孔部が設けられており
、前記孔部を用いて外壁部材が固定されるユニット式建物に適用され、
　前記梁は溝形鋼よりなり、その溝形鋼の溝部の開口側に、上下のフランジ部に跨がるよ
うにして、屋内側構造物を支持するための支持具が固定されており、
　前記支持具は、前記梁の長手方向において前記孔部と干渉しない位置に固定されている
ことを特徴とするユニット式建物の構造。
【請求項２】
　前記支持具は、前記梁の長手方向の長さ寸法が、前記孔部どうしの間隔よりも小さいも
のとなっていることを特徴とする請求項１に記載のユニット式建物の構造。
【請求項３】
　前記外壁部材は、前記ユニット式建物のモジュール寸法に基づき定められた幅寸法を有
し、
　建物外壁部において複数の前記外壁部材が横並びに配置されており、
　前記外壁部材どうしの見切りとなりえる基準位置に、前記支持具が固定されていること
を特徴とする請求項１又は２に記載のユニット式建物の構造。
【請求項４】
　多層階建てであって、前記屋内側構造物として上階部及び下階部を繋ぐ階段構造部を有
する前記ユニット式建物に適用され、
　前記上階部及び前記下階部の境界部には、前記階段構造部において踏み板を固定するた
めの下地面材が上下方向に延びる向きで設けられており、
　前記支持具は、前記屋内側構造物としての前記下地面材を支持するものであることを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のユニット式建物の構造。
【請求項５】
　前記梁は、前記建物ユニットの天井大梁及び床大梁の少なくともいずれかの大梁であり
、
　前記階段構造部は、前記建物ユニットにおいて前記大梁どうしの入隅部分に配置される
前記踏み板を有し、
　前記入隅部分に配置される踏み板の二辺に沿って延びる前記各大梁に、それぞれ前記支
持具が固定されていることを特徴とする請求項４に記載のユニット式建物の構造。
【請求項６】
　前記建物ユニットは、前記梁として天井大梁及び床大梁の少なくともいずれかの大梁を
有するとともに、その大梁に直交する向きに取り付けられる小梁を有しており、
　前記階段構造部は、前記建物ユニットにおいて前記大梁と前記小梁との入隅部分に配置
される前記踏み板を有し、
　前記入隅部分に配置される踏み板の二辺に沿って延びる前記大梁と前記小梁とに、それ
ぞれ前記支持具が固定されていることを特徴とする請求項４に記載のユニット式建物の構
造。
【請求項７】
　前記入隅部分に配置される前記踏み板は、昇降の向きを変えるための踊り場踏み板であ
ることを特徴とする請求項５又６に記載のユニット式建物の構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユニット式建物の構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　鋼材よりなる複数の建物ユニットを用いて構築されるユニット式建物では、建物ユニッ
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トの梁（天井大梁及び床大梁）として溝形鋼が用いられる。またユニット式建物において
、下階から上階にわたる吹き抜け空間を設ける場合に、梁の溝部開口側に、吹き抜け空間
に設けられる屋内側構造物を支持するためのブラケット（支持具）を取り付ける技術が知
られている。ここで、ユニット式建物では建物施工の工業化率を高めることが重要視され
ており、建物ユニットを製造するユニット製造工場において、溶接により梁に対してブラ
ケットを固定することが行われている。
【０００３】
　また、例えば特許文献１には、ユニット式建物の改装時において実現容易な補強構造と
して、溝形鋼よりなる梁の開口側に、梁の長手方向に沿って補強部材を配置する構成とし
、その上で、梁のウェブと補強部材とを曲げ板状の連結部材と締結部材（ビス）とを用い
て連結する技術が提案されている。そしてかかる技術により、火器を用いた溶接作業を行
わずに、梁に対して補強部材を容易に取り付けることができるものとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２０８３９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ユニット式建物においては、外壁構造として建物ユニットの梁(天井大
梁及び床大梁)のウェブ外側面に外壁部材が固定されるようになっており、かかる構成を
採用することを考えると、梁の開口側にブラケットや補強部材を取り付けることに起因し
て、外壁部材の固定作業が不可又は極めて困難になることが考えられる。
【０００６】
　また、特許文献１に記載されているように、梁のウェブと補強部材とを連結部材と締結
部材（ビス）とを用いて連結する場合には、外壁部材の取り付け後における補強部材の後
付けが可能となるが、補強部材の固定方法が連結部材及び締結部材を用いた限定的なもの
であるため、例えば溶接作業を行う場合に比べて作業効率の低下が懸念される。また、コ
スト増を招くことも懸念される。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、屋内側構造物を支持する支持具を好
適に取り付けることができるユニット式建物の構造を提供することを主たる目的とするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下、上記課題を解決するのに有効な手段等につき、必要に応じて作用、効果等を示し
つつ説明する。なお以下においては、理解の容易のため、発明の実施の形態において対応
する構成の符号を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定さ
れるものではない。
【０００９】
　第１の発明は、鋼材よりなる梁（２２，２３）及び柱（２１）を連結して形成された建
物ユニット（２０）を用いて構築され、前記梁のウェブ部には、当該梁の長手方向に所定
間隔で外壁固定用の複数の孔部（２２ａ）が設けられており、前記孔部を用いて外壁部材
（４０）が固定されるユニット式建物（１０）に適用され、
　前記梁は溝形鋼よりなり、その溝形鋼の溝部の開口側に、上下のフランジ部に跨がるよ
うにして、屋内側構造物を支持するための支持具（３７）が固定されており、
　前記支持具は、前記梁の長手方向において前記孔部と干渉しない位置に固定されている
ことを特徴とする。
【００１０】
　屋内側構造物を支持する支持具を、梁の長手方向において壁固定用の孔部と干渉しない
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位置に固定する構成にしたため、梁に対して外壁部材を固定する際においてその固定作業
に支障が及ぶことを抑制できる。また、支持具の固定に関して溶接を含む任意の固定方法
が採用可能であるため、固定の作業効率を考えても有利なものとなる。その結果、屋内側
構造物を支持する支持具を好適に取り付けることができる。
【００１１】
　第２の発明は、前記支持具は、前記梁の長手方向の長さ寸法が、前記孔部どうしの間隔
よりも小さいものとなっていることを特徴とする。
【００１２】
　支持具における梁長手方向の長さ寸法を、孔部どうしの間隔よりも小さいものとするこ
とにより、梁の壁固定用の孔部と支持具との位置干渉を回避する上で、好都合な構成を実
現できる。
【００１３】
　第３の発明は、前記外壁部材は、前記ユニット式建物のモジュール寸法に基づき定めら
れた幅寸法を有し、建物外壁部において複数の前記外壁部材が横並びに配置されており、
前記外壁部材どうしの見切りとなりえる基準位置に、前記支持具が固定されていることを
特徴とする。
【００１４】
　梁に対して外壁部材を固定する場合、梁における壁固定位置、すなわち壁固定用の孔部
の位置は、外壁部材どうしの見切り（境界部）から離れた位置となる。したがって、外壁
部材どうしの見切りとなりえる基準位置に支持具を固定することで、梁の壁固定用の孔部
と支持具との位置干渉を好適に回避できる。
【００１５】
　第４の発明は、多層階建てであって、前記屋内側構造物として上階部及び下階部を繋ぐ
階段構造部（１７）を有する前記ユニット式建物に適用され、前記上階部及び前記下階部
の境界部には、前記階段構造部において踏み板（１８ａ）を固定するための下地面材（５
１）が上下方向に延びる向きで設けられており、前記支持具は、前記屋内側構造物として
の前記下地面材を支持するものであることを特徴とする。
【００１６】
　ユニット式建物に階段構造部が設けられる場合、上下階で吹き抜ける吹き抜け空間にお
いて上下階の境界部に相当する部位に踏み板を固定する必要が生じることがあり、踏み板
固定用の下地面材が支持具により支持される。かかる場合において、上記のような支持具
の構成を採用することにより、上下階の境界部において階段構造部を構築する上で好適な
る構成を実現できる。
【００１７】
　第５の発明は、前記梁は、前記建物ユニットの天井大梁及（２２）び床大梁（２３）の
少なくともいずれかの大梁であり、前記階段構造部は、前記建物ユニットにおいて前記大
梁どうしの入隅部分に配置される前記踏み板を有し、前記入隅部分に配置される踏み板の
二辺に沿って延びる前記各大梁に、それぞれ前記支持具が固定されていることを特徴とす
る。
【００１８】
　階段構造部においては、建物ユニットの大梁どうしの入隅部分で踏み板が支持されるこ
とがあり、その踏み板の支持強度を高めるには踏み板の二辺に沿って延びる各大梁により
踏み板が支持されるとよい。かかる構成において、踏み板を支持する二辺の大梁にそれぞ
れ支持具が固定されていることで、階段構造部を都合良く支持できる。またこの場合、階
段構造部が建物外壁に隣接して設けられる構成であっても、外壁部材の取り付けを支障な
く実施できる。
【００１９】
　第６の発明は、前記建物ユニットは、前記梁として天井大梁（２２）及び床大梁（２３
）の少なくともいずれかの大梁を有するとともに、その大梁に直交する向きに取り付けら
れる小梁（３５ａ）を有しており、前記階段構造部は、前記建物ユニットにおいて前記大
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梁と前記小梁との入隅部分に配置される前記踏み板を有し、前記入隅部分に配置される踏
み板の二辺に沿って延びる前記大梁と前記小梁とに、それぞれ前記支持具が固定されてい
ることを特徴とする。
【００２０】
　階段構造部においては、建物ユニットの大梁と小梁との入隅部分で踏み板が支持される
ことがあり、その踏み板の支持強度を高めるには踏み板の二辺に沿って延びる大梁及び小
梁により踏み板が支持されるとよい。かかる構成において、踏み板を支持する二辺の大梁
及び小梁にそれぞれ支持具が固定されていることで、階段構造部を都合良く支持できる。
またこの場合、階段構造部が建物外壁に隣接して設けられる構成であっても、外壁部材の
取り付けを支障なく実施できる。
【００２１】
　第７の発明は、前記入り隅部分に配置される前記踏み板は、昇降の向きを変えるための
踊り場踏み板であることを特徴とする。
【００２２】
　踊り場踏み板は人が昇降する際の向きを変える必要があることから、踊り場以外の踏み
板と比べて、縦横二方向の踏み板寸法が大きくなる。この点、上記の支持構造を採用する
ことで、好適なる支持構造を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】建物の縦方向の構成を示す概略図。
【図２】建物ユニットの構成を示す斜視図。
【図３】階段の平面図。
【図４】一階部分の建物ユニットについて天井部の骨組みの構成を示す平面図。
【図５】（ａ）は天井大梁の構成を示す正面図、（ｂ）は天井大梁の縦断面図。
【図６】図３のＡ－Ａ線断面図。
【図７】図３のＢ－Ｂ線断面図。
【図８】一階部分の建物ユニットについて天井部の骨組みの構成を示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明を具体化した一実施形態について図面を参照しつつ説明する。本実施形態
では、複数の建物ユニットを用いて構築される鉄骨ラーメン構造のユニット式建物におい
て本発明を具体化している。まず、ユニット式建物について、図１、図２を参照しつつ説
明する。図１は建物１０の概略図、図２は建物ユニット２０の構成を示す斜視図である。
【００２５】
　図１に示すように、住宅等の建物１０は、基礎１１の上に設けられた建物本体１２を有
しており、建物本体１２の上には屋根が設けられている。建物本体１２は、下階部として
の一階部分１４と、上階部としての二階部分１５とを有しており、これら一階部分１４と
二階部分１５とは上下に隣り合っている。一階部分１４においては床面が一階床１４ａに
より形成され、二階部分１５においては床面が二階床１５ａにより形成されている。一階
部分１４及び二階部分１５は、いずれも複数の建物ユニット２０を有している。
【００２６】
　建物１０は、一階部分１４と二階部分１５とに跨って設けられた階段空間１６と、この
階段空間１６に設けられた階段１７とを有している。階段空間１６により、下階から上階
に通じる吹き抜け空間が形成されている。階段１７は、複数の踏み板１８と、複数の蹴込
み板１９とを有しており、一階部分１４と二階部分１５との行き来を可能にしている。
【００２７】
　図２に示すように、建物ユニット２０は、四隅に配置された柱２１と、柱２１の上端部
（上仕口）に連結された天井大梁２２と、柱２１の下端部（下仕口）に連結された床大梁
２３とを有しており、これら柱２１、天井大梁２２、床大梁２３により直方体状の骨格（
ユニット躯体）が形成されている。柱２１は四角筒状の角形鋼よりなる。また、天井大梁



(6) JP 2017-20208 A 2017.1.26

10

20

30

40

50

２２及び床大梁２３は断面コ字状の溝形鋼よりなり、溝部開放側を互いに向き合わせるよ
うにユニット内側に向けて配置されている。
【００２８】
　建物ユニット２０において長辺部（桁面）に沿って延び且つ相対する天井大梁２２の間
には、所定間隔で複数の天井小梁２５が架け渡されている。同じく長辺部に沿って延び且
つ相対する床大梁２３の間には、所定間隔で複数の床小梁２６が架け渡されている。天井
小梁２５及び床小梁２６は、それぞれ同一の間隔で且つ短辺側（妻側）の天井大梁２２及
び床大梁２３と平行に延びている。天井小梁２５及び床小梁２６は例えば角形鋼管よりな
る。天井小梁２５によって天井面材２８が支持され、床小梁２６によって床面材２９が支
持されている。
【００２９】
　図３は階段１７の平面図である。階段１７は、平面視で昇降方向が略ロ字状をなす廻り
階段になっている。階段１７において、二階床１５ａよりも一段下は略正方形状の踊り場
踏み板１８ａとなっており、その踊り場踏み板１８ａでは昇降方向を９０度変えることが
可能となっている。また、踊り場踏み板１８ａの下方に所定間隔で各段の踏み板１８が設
けられている。なお、平面視で踊り場踏み板１８ａに隣合う二階床１５ａは、踊り場踏み
板１８ａに通じる通路床部３１となっており、図３においては通路床部３１をドットハッ
チングにて示している。
【００３０】
　建物１０は、階段空間１６の周縁部に沿って延びた周縁壁部３２と、階段１７の折り返
し中央部分に設けられた中間壁部３３とを有しており、階段１７は、これら壁部３２，３
３により建物ユニット２０内に固定されている。なお本実施形態では、階段１７と壁部３
２，３３とが屋内側構造物に相当する。
【００３１】
　次に、階段１７の支持構造について、特に一階部分１４と二階部分１５との境界部の構
成を抽出して説明する。図４は、一階部分１４の建物ユニット２０について天井部の骨組
みの構成を示す平面図である。なお図４には、踊り場踏み板１８ａと通路床部３１とを仮
想的に示している。
【００３２】
　図４に示すように、一階部分１４の建物ユニット２０において天井大梁２２で囲まれた
部分には、階段１７を支持するための複数の小梁３５が固定されている。小梁３５は、長
辺側の一対の天井大梁２２に直交し、かつその一対の天井大梁２２の間に架け渡して設け
られる図の左右２カ所の小梁３５ａ，３５ｂと、その左右２つの小梁３５ａ，３５ｂに架
け渡して設けられる小梁３５ｃとを含む。各小梁３５は、断面コ字状の溝形鋼よりなり、
溝部開放側がユニット中央を向くようにして配置されている。なお、小梁３５として用い
られる溝形鋼は、天井大梁２２とウェブ部の高さ寸法は同じであるが、フランジ幅が天井
大梁２２よりも短いものとなっている。
【００３３】
　各小梁３５は、階段１７の寸法に応じて配置されており、言うなれば平面視で階段空間
１６を囲むように配置されている。この場合、三方の小梁３５ａ～３５ｃと残り一方の天
井大梁２２により、四方の周縁壁部３２が支持されるようになっている。
【００３４】
　本実施形態では、平面視において天井大梁２２と小梁３５ａとの入隅部分に階段１７の
踊り場踏み板１８ａが配置されるとともに、小梁３５ａに沿って踊り場踏み板１８ａと通
路床部３１とが横並びで配置されている。
【００３５】
　ここで、踊り場踏み板１８ａは、二階床１５ａの一部をなす通路床部３１の一段下にあ
り、高さ方向で言えば、一階ユニットと二階ユニットとの境界部付近、すなわちスタッキ
ングラインＳＬ付近にある。この場合、天井大梁２２や小梁３５ａに対して踊り場踏み板
１８ａを固定する必要があり、これら天井大梁２２及び小梁３５ａには溝形鋼の開口側に
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支持具としての複数のブラケット３７，３８が取り付けられ、そのブラケット３７，３８
を介して踊り場踏み板１８ａ及びその周辺の構造部材が支持されている。つまり本実施形
態では、図４に示すように、天井大梁２２と小梁３５ａとの入隅部分に踊り場踏み板１８
ａが配置されており、踊り場踏み板１８ａの二辺に沿って延びる天井大梁２２と小梁３５
ａとに、それぞれブラケット３７，３８が固定されている。
【００３６】
　ところで、図５（ａ）に示すように、天井大梁２２のウェブには、その長手方向に所定
間隔で外壁固定用の複数の貫通孔２２ａが設けられており、貫通孔２２ａを用いて外壁部
材が固定されるようになっている。この場合、貫通孔２２ａにボルト等の締結具を差し入
れることで外壁部材が固定されるが、天井大梁２２の長手方向で貫通孔２２ａに合致する
位置において天井大梁２２の開口側にブラケット３７が存在していると、外壁部材の固定
作業が不可又は極めて困難になることが考えられる。そこで本実施形態では、天井大梁２
２の貫通孔２２ａに干渉しない位置にブラケット３７を配置することとしている。
【００３７】
　より具体的には、図５（ｂ）に示すように、ブラケット３７は、長尺状の金属板の上下
両端に折曲げ部３７ａを有しており、折曲げ部３７ａが天井大梁２２の上下のフランジの
先端部に各々溶接されることで、天井大梁２２に対して固定されている。つまり、ブラケ
ット３７は、天井大梁２２の開口側に、上下のフランジ部に跨がるようにして固定されて
いる。なお、ブラケット３７は、溶接以外の手法で固定されていてもよく、例えばビス等
の締結具により天井大梁２２に対して固定されていてもよい。
【００３８】
　図５（ａ）に示すように、ブラケット３７は、天井大梁２２の長手方向に間隔Ｄ１で各
々固定されている。本実施形態では、天井大梁２２に２５０ｍｍ間隔で４つのブラケット
３７が固定されている。また、ブラケット３７における梁長手方向の長さ寸法は、貫通孔
２２ａどうしの間隔よりも小さいものとなっている。なお、小梁３５ａにおいても同様の
形態で４つのブラケット３８が固定されている。
【００３９】
　ところで、建物１０においてはメータモジュール等によるモジュール寸法が定められて
おり、外壁部材はモジュール寸法に基づき規定された幅寸法を有している。そして、天井
大梁２２や床大梁２３に対して複数の外壁部材を横並びで取り付ける場合には、建物１０
のモジュール寸法に応じて外壁部材の取付位置（見切り位置）が決められるようになって
おり、その外壁部材の取付位置に対応させた位置に貫通孔２２ａが形成されている。より
詳しくは、図５（ａ）に示すように、貫通孔２２ａは２つを一組として所定距離Ｄ２を隔
てて形成されており、その一方は左側の外壁部材用の固定孔、他方は右側の外壁部材用の
固定孔となっている。この場合、各Ｌ１の位置が、外壁部材どうしの見切りとなりえる基
準位置であり、本実施形態では、外壁部材どうしの見切りとなりえる位置（Ｌ１位置）に
、ブラケット３７が固定されている。
【００４０】
　踊り場踏み板１８ａを支持するための具体的な納まりについて説明する。図６は図３の
Ａ－Ａ線断面図、図７は図３のＢ－Ｂ線断面図である。なお、上階側建物ユニットの床部
分には、通路床部３１を支持するための構成として、互いに直交する向きに床小梁２６ａ
，２６ｂが設けられており、それゆえに図６及び図７にそれぞれ床小梁２６ａ，２６ｂの
断面が示されている。
【００４１】
　図６に示すように、建物１０の外壁部分には外壁部材としての外壁パネル４０が取り付
けられている。外壁パネル４０は、外壁面材４１とその裏面に固定された下地フレーム４
２とを有している。下地フレーム４２は、軽量形鋼が四角枠状に組まれて構成されている
。外壁パネル４０は、一階部分１４及び二階部分１５において、天井大梁２２及び床大梁
２３に下地フレーム４２の上端部及び下端部がそれぞれ固定されることで建物ユニット２
０に対して取り付けられている。
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【００４２】
　より詳しくは、下地フレーム４２の上端部は、天井大梁２２の貫通孔２２ａに差し入れ
られたボルト及びナットの締結具４３により天井大梁２２に固定され、下地フレーム４２
の下端部は、床大梁２３の貫通孔２３ａに差し入れられたボルト及びナットの締結具４４
により床大梁２３に固定されている。なお、上下階の外壁面材４１の見切り部分には化粧
胴差４５が取り付けられている。
【００４３】
　また、屋内側の構成として、一階側の天井大梁２２と二階側の床大梁２３との屋内側に
は階段下地面材５１が設けられている。詳しくは、階段下地面材５１は、上下に並ぶ一階
側の天井大梁２２と二階側の床大梁２３との下端から上端までよりも大きい上下寸法を有
する板材であり、天井大梁２２の開口側に設けられたブラケット３７に対してビス等より
固定されているとともに、床大梁２３の上に載置された根太５２に対してビス等より固定
されている。階段下地面材５１は、天井大梁２２の下方及び床大梁２３の上方に設けられ
た内壁フレーム５３，５４の屋内側側面と面一の壁下地面を形成するものであり、その壁
下地面に、石膏ボード等からなる内壁面材５５が固定されている。これにより、外壁に沿
う部分において周縁壁部３２が形成されている。
【００４４】
　そして、階段下地面材５１と内壁面材５５との重ね合わせ部分に、内壁面材５５の側か
ら階段支持部材５６がビス等により固定されている。また、階段支持部材５６の上に踏み
板受け部材５７，５８が固定され、これら踏み板受け部材５７，５８により踊り場踏み板
１８ａが支持されている。なお、通路床部３１は、上階側の建物ユニット２０の床小梁２
６ａに支持されている。
【００４５】
　また、図７では、図６の構成とは異なり、下階側建物ユニットの小梁３５ａと上階側建
物ユニットの床小梁２６ｂとが上下に並んで配置されており、これら小梁３５ａと床小梁
２６ｂとに対して階段下地面材６１が固定されている。詳しくは、階段下地面材６１は、
図６に示す階段下地面材５１と同様の板材であり、小梁３５ａの開口側に設けられたブラ
ケット３８に対してビス等より固定されているとともに、上階側の床小梁２６ｂに対して
ビス等より固定されている。階段下地面材６１には石膏ボード等からなる内壁面材６２が
固定されており、これにより周縁壁部３２の一部が形成されている。
【００４６】
　そして、階段下地面材６１と内壁面材６２との重ね合わせ部分に、内壁面材６２の側か
ら階段支持部材６３がビス等により固定されている。また、階段支持部材６３の上に踏み
板受け部材６４，６５が固定され、これら踏み板受け部材６４，６５により踊り場踏み板
１８ａが支持されている。
【００４７】
　図６及び図７のように踊り場踏み板１８ａが支持されることで、上下階の境界部付近に
位置する踊り場踏み板１８ａが壁側の二方向から安定した状態で強固に保持されるように
なっている。
【００４８】
　以上詳述した本実施形態によれば、以下の優れた効果が得られる。
【００４９】
　階段１７及びその周辺部材を支持するためのブラケット３７を、天井大梁２２の長手方
向において壁固定用の貫通孔２２ａと干渉しない位置に固定する構成にしたため、天井大
梁２２に対して外壁部材を固定する際においてその固定作業に支障が及ぶことを抑制でき
る。また、ブラケット３７の固定に関して溶接を含む任意の固定方法が採用可能であるた
め、固定の作業効率を考えても有利なものとなる。その結果、天井大梁２２に対してブラ
ケット３７を好適に取り付けることができる。
【００５０】
　ブラケット３７における梁長手方向の長さ寸法を、貫通孔２２ａどうしの間隔よりも小
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さいものとした。これにより、天井大梁２２の貫通孔２２ａとブラケット３７との位置干
渉を回避する上で、好都合な構成を実現できる。
【００５１】
　天井大梁２２に対して複数の外壁部材を固定する場合、天井大梁２２における壁固定位
置、すなわち壁固定用の貫通孔２２ａの位置は、外壁部材どうしの見切り（境界部）から
離れた位置となる。この点に着目して、外壁部材どうしの見切りとなりえる基準位置にブ
ラケット３７を固定する構成にしたため、壁固定用の貫通孔２２ａとブラケット３７との
位置干渉を好適に回避できる。
【００５２】
　建物１０の上下階の境界部において、天井大梁２２及び小梁３５ａに設けたブラケット
３７，３８により、踊り場踏み板１８ａを固定するための階段下地面材５１，６１を支持
する構成とした。かかる場合において、上記のようなブラケット３７，３８の構成を採用
することにより、上下階の境界部において階段１７を構築する上で好適なる構成を実現で
きる。
【００５３】
　天井大梁２２と小梁３５ａとの入隅部分に階段１７の踊り場踏み板１８ａが設けられる
構成において、踊り場踏み板１８ａの二辺に沿って延びる天井大梁２２及び小梁３５ａに
ブラケット３７，３８を設け、その天井大梁２２及び小梁３５ａにより踊り場踏み板１８
ａを支持する構成にした。そのため、踊り場踏み板１８ａの支持強度を高めることができ
、階段１７を都合良く支持できる。
【００５４】
　踊り場踏み板１８ａは人が昇降する際の向きを変える必要があることから、踊り場以外
の踏み板１８と比べて、縦横二方向の踏み板寸法が大きくなる。この点、上記の支持構造
を採用することで、好適なる支持構造を実現できる。
【００５５】
　［他の実施形態］
　本発明は上記実施形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施されてもよい。
【００５６】
　・上記実施形態では、図４に示すように、天井大梁２２と小梁３５ａとの入隅部分に、
階段１７の踊り場踏み板１８ａを配置する構成としたが、これに代えて、図８に示すよう
に、天井大梁２２どうしの入隅部分に踊り場踏み板１８ａを配置する構成としてもよい。
この場合、踊り場踏み板１８ａの二辺に沿って延びる各天井大梁２２に、それぞれブラケ
ット３７を固定し、各天井大梁２２により踊り場踏み板１８ａが支持される構成にする。
これにより、やはり踊り場踏み板１８ａの支持強度を高めることができ、階段１７を都合
良く支持できる。
【００５７】
　・上記実施形態では、建物ユニット２０の天井大梁２２に支持具としてのブラケット３
７を固定する構成としたが、これに代えて、床大梁２３にブラケット３７を固定する構成
、又は天井大梁２２及び床大梁２３にブラケット３７を固定する構成であってもよい。
【００５８】
　・階段１７において、ブラケット３７，３８により、踊り場踏み板１８ａではない別の
踏み板１８を支持する構成であってもよい。
【００５９】
　・吹き抜け空間（階段部以外）を有する多層階建て建物において、屋内構造物として吹
き抜け空間の内壁を設け、その内壁を支持具としてのブラケットにより支持する構成とし
てもよい。
【符号の説明】
【００６０】
　１０…建物、１７…階段（屋内構造物）、１８ａ…踊り場踏み板、２０…建物ユニット
、２１…柱、２２…天井大梁、２２ａ…貫通孔、２３…床大梁、３７…ブラケット（支持
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具）、３８…ブラケット（支持具）、４０…外壁パネル（外壁部材）、５１…階段下地面
材。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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